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1. はじめに 
日常会話のオノマトペはしばしば身体動作とともに発せられ

ることが多い[喜多 02]。また、言語学的にはオノマトペと分類さ

れない語でも、音韻と身体動作とに同様の同期が見られること

がある[Kendon 04]。本発表ではオノマトペを言語の身体性の強

い表れと位置づけ、会話場面のマイクロ分析を用いながら、わ

れわれの感覚や行為の時空間変化がどのように音韻化されうる

かを論じる． 

2. オノマトペの音韻構造と話者の身体動作との同
期例 

以下では、オノマトペの音韻構造に特徴的な長音、撥音便、

促音便に注目し、それに伴う身体動作との関係を記述する。用

いたデータは、あらかじめ視聴したアニメーションについて大学

生３人が話す課題データ（9 組、約 160 分）、および介護施設に

おいて介護者どうしが入居者について話すデータ(約 60 分)で
ある。 

2.1 長音と撥音便 
オノマトペと身体動作が伴う場合、動作が持続する間に音韻

が長音化し、動作の終了時に促音便によって音韻が打ち切ら

れる例（「ひゅーって」「わーって」「ざばーって」「がばーって」な

ど）が多く見られた。撥音便が入ることによって音声には短い沈

黙が挿入され、同期する動作はこの沈黙部分で終了する傾向

があった。 

2.2 長音と促音便 
一方、「ごろごろーんて」「どーんと」「ぴょーんて」など、長音と

撥音便とが結びつく例でも身体動作がしばしば見られた。しか

し興味深いことに、撥音便の場合は促音便と違い、動作は撥音

便の時点では終了せず、副詞化した語尾以降にまたがって動

作のストロークが継続する例が多かった。このことから、撥音便

は、動作をオノマトペ以降の語に継続させる機能を持つことが

示唆された。また、動作の終了と撥音便とが合う場合は「どんっ

て」のように、撥音便の直後に促音便が挿入される例が観察さ

れた。 

3. オノマトペの音韻構造と相互作用 
オノマトペを発するとき、話者は単に自身の身体動作とオノマ

トペの音韻構造とを結びつけるだけではない。会話の参与者ど

うしの同期の手がかりが短時間内に集まり、次に発せられる音

声への予測可能性が絞り込まれると、複数の話者がオノマトペと

身体動作とを協調的に操作する事例が観察される [城 11]。 
事例「傘でぼーん」  
（Z3 はおばあさんが傘でネコをなぐる場面を述べる） 
Z3: んで、おばあさんが、かさ、((Z3 は腕を振り上げる)) 
Z2: でぼー[んて  ] ((Z3 は「ぼーん」と同時に腕を振り下ろす)) 
Z3:     [でこれ]や 
Z2,Z3 は同じアニメーションを見た者どうしで、Z2 は Z3 の発

話と腕の振り上げ動作によって次に起こる動作を予測できたと

考えられる。一方、Z3 は「かさ」と発語してから次の語をすぐに

述べずに振り上げた腕を空中で止め、Z2 に視線を向けた。これ

ら視線、腕の動作、発語のマルチモーダルな投射の高まり[城 
11]によって、Z2 がオノマトペ「ぼーん」を発すると同時に Z3 が

それに対応する動作を起こすという相互作用が可能になったと

考えられる。 
こうした相互作用現象は、オノマトペが、単に事象を表す音声

であるだけでなく、われわれの相互作用を調節するための重要

な表現手段であることを示唆している。オノマトペに限らず、会

話の同期現象の中では音声の長音化や撥音便、促音便の音

韻調節が観察される。日本語におけるこれらの音韻構造は、身

体動作と言語を結びつけ、会話の参与者どうしの相互作用に深

く関係していると考えられる。 
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